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RaMSとは
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～フロン排出抑制法の遵守と業務効率化を支援するクラウドサ－ビス～



一般財団法人 日本冷媒・環境保全機構

フロン排出抑制法の遵守ツールRaMS
法78条により主務大臣より認可

経済産業省・国土交通省・環境省令第3号に準拠した、電磁的に保存・作成・縦覧・交付・承諾が可能なシステム

RaMSはクラウド上の有償サービスですRaMSはクラウド上の有償サービスです
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1. 法令対応
⚫ フロン排出抑制法に基づく冷媒の使用・管理・廃棄記録を一元管理
⚫ 点検・整備記録簿（ログブック）や廃棄時の行程管理票の電子管理機能を提供
⚫ 法78条に基づき主務大臣の認可を受けたシステム 

2. 業務効率化
⚫ 機器情報や冷媒データの登録・更新をクラウド上で管理
⚫ 書類作業のペーパーレス化を実現
⚫ 点検や整備履歴を関係者間で共有可能

3. データ解析
⚫ 漏えい量の算定やデータ分析機能を備え、環境負荷の可視化が可能
⚫ 無料機能「RaMS-ex」を利用して、管理データをエクセル形式でダウンロード

4. 柔軟性
⚫ 多種多様なメーカーの冷媒機器に対応
⚫ 中小企業から大規模組織まで幅広く利用可能
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これからの経営方針

管理者（経営者）の責務

「“知らなかった”では済まされない法規制」

・冷媒と機器の一元管理
・法遵守の見える化

以上を全社で行う！

これこそが、自社の機器を守り使い続けること

自社の機器からの冷媒漏えいを撲滅

キガリ改正を契機に漏えい対策として、一層の法遵守
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RaMS概要と利用者の声
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一般財団法人 日本冷媒・環境保全機構
Japan Refrigerants and Environment Conservation Organization
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冷凍空調機器と冷媒を「クラウド」管理 AWSクラウドコンピュ－ティング採用

『ソフトのダウンロ－ド、システムの構築など不要』

RaMS
・ログブック（点検整備記録簿）

・充塡証明書・回収証明書不要の登録制度（情報処理センター機能）

・定期点検と簡易点検の記録と履歴

・算定漏えい量の計算と報告様式での出力

・国の算定漏えい量支援ツールへのインポート出力

・行程管理制度に基づく書面（行程管理票の起票から保存）（改正法対応）

・再生証明書と破壊証明書の自動回付と保存

・建物解体時の事前確認結果説明書の保存（改正法対応）

・フロン残存“０”証明書（改正法対応）

・廃棄機器の引渡時のフロン回収済証明書（改正法対応）

・RaMS-exによる冷凍空調機器情報の棚卸及び管理データ解析

・温対法によるHFCの排出量計算出力

・点検整備記録簿は譲渡や組織変更に過去の履歴引継

充塡回収業者

解体工事元請業者取次業者

破壊業者

再生業者

機器引取業者

データ解析・活用に
よるDX推進

管理者・・・クラウドで総括管理
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『経済産業省・国土交通省・環境省令第三号に準拠した、電磁的に保存・作成・縦覧・交付・承諾が可能なシステム』

RaMSの構成 ≪クラウド管理による、入力承認行為が何処でも可能≫
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基本機能（情報処理センター機能）※

点検整備記録簿（ログブック）

行程管理票の起票・交付・保存

再生・破壊証明書の交付・保存

事前確認結果説明書の交付・保存（令和2年4月より）

引取証明書の写しの交付・回付・保存（令和2年4月より）

＜主な機能＞

※ 法で定める機器整備時の充塡回収量登録機能のこと

簡易点検

定期点検

RaMSの概要（システムの全体像）
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RaMSの変遷
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公開をご了解された管理者様 五十音順旭化成株式会社水島製造所 イオングループ（２３社）宇部興産株式会社　宇部ケミカル工場 カシオ計算機株式会社慶應義塾 経済産業省静岡市中央卸売市場 シャープ株式会社西武鉄道株式会社 ソフトバンク株式会社大王製紙株式会社 可児工場・三島工場 ダイハツ工業株式会社滋賀(竜王)工場武田薬品工業株式会社 国立大学法人千葉大学ツルガハマランド株式会社くだまつ健康パーク学校法人東海大学 凸版印刷株式会社トーヨーカラー株式会社 株式会社日本触媒日立オートモティブシステムズ株式会社 株式会社日立製作所富士通株式会社 ブラザー工業株式会社北雄ラッキー株式会社 北陸電力ビズ・エナジーソリューション株式会社株式会社リブドゥコーポレーション 雪印メグミルク株式会社　野田工場その他管理者登録事業所数　約9700件令和2年6月現在

利用企業（一部）
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掲載にご了解頂いた企業・法人様
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 当工場では、機器購入・廃棄のルートが複数あり、機器が適切な処分がなされているのか確認するために、担当者に聞き取りを行うなど手間がかかっていました。

RaMS(冷媒管理システム)の使用と工事業者さんへの利用推進により、不適切な処分が起きないよう手間をかけずに事務局で監視できるようになりました。

１． 証明書、管理票など、法定上必要な書類のペーパーレス化が図れている。

 ２． 点検の実施状況や廃棄の手続き状況を一元管理することで、法管理の事務局におけるダブルチェックができる。

 ３． 算定漏えい量の報告書類作成のためのデータ出力が40程度の事業所から簡単に集計できた。

 ４． フロン排出を抑制するための弊社調査において、フロン機器の仕様情報データベースとして利用している。

 RaMS（冷媒管理システム） の導入により、フロン排出抑制法の対応業務に関する当社内の管理手法を統一できました。またペーパーレスで管理ができ、書類の管理保管が不要なので、

作業の合理化が図れています。管理者さまとはリアルタイムな機器管理情報を共有することで、「繰り返し充塡の禁止（漏えいがあった場合は必ず修理してから充塡すること）」の

意識が高まりスピーディーな修繕が多くなっております。

 また、行程管理票A票(回収依頼書)、E票(引取証明書等)の運用について、回収された冷媒が適切に処理されていることがRaMS(冷媒管理システムで確認できる)メリットもあります。

さらに、管理者さまの国への算定漏えい量報告が必要な場合、RaMS(冷媒管理システム） であればデータ出力が簡単で、正確なデータ集計ができるため、報告書の作成についても

短時間での対応が可能となっています。

 当社のサービスでは、当社がフロンの管理責任も負います。点検のほとんどは専門の業者様にお願い しています。これまでは業者様がそれぞれのフォーマットに入力した書類を受領し、

こちらでエクセ ルに再入力していたのですが、RaMSは国が指定する書式を使っているため、点検時に業者様が RaMS へ直接入力してもらうことができ、集計の手間を省くことができます。

機器の台数が多いので、入力に1台1分かかるとしても膨大な時間となり、大幅な効率化になります。また、2つの自 治体の100を超える学校ごとに管理できることもメリットと感じています。 

 6 キャンパス 10 学部の主に空調機器3,999台に含まれる代替フロン類を管財部で管 理している。冷媒管理システム「RaMS」(ラムズ)の導入で、点在する各キャンパスから業者が

必要なデ ータを入力できるようになり、管財部の負担は大きく軽減された。今年度からは学内の体制も変わり、環境問題の学内取り組みに関する数値目標の設定も進んでいる。 

 現在は全店で店長が 記録しており、フロン類機器管理について RaMSを使い点検時期が赤字などで RaMSのリストで表示されることで点検への意識が変わってきたように思います。

定期点検は専門の冷凍機業者(充塡回収業者)が実施・記入するので、こちらは確認して承認するだけで済みます。300台近くある冷凍機の点検が確実に行われ業務効率、法令遵守、

見える化にも大変役立っております。行程管理票一覧のタグに保存作成。

立ち入り検査で、北海道庁の担当者が RaMSを熱心にご覧になっていました。定期点検記録、簡易点検記録、店長たちのコメントなどをチェックしていただき、非常によく法令対応が

実施できていると評価をいただき、無事に終了しました。

A社

B社

C社

D社

E社

F社

企業担当者の声（１）

 冷媒の回収業者も「RaMS」を導入しています。それまで行程管理票の回収依頼書を発行してから最終の引き取り証明書の発行まで、書類のやり取りなど従来では3日くらいかかっていた

ものが、データベース上10分程度で終わりデジタル化、法令対応などにも大変有益になりました。回収業者の方からすごくメ リットがあったと言われています。

これが最大のメリットかも知れません。

G社
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 改正前のフロン排出抑制法では 1,000 トン-CO2 の漏えいで報告する必要が生じました。それぞれの事業所から報告を聞き、紙やエクセルで集計するなど、

業務は煩雑でした。漏洩機器の特定も大変だったのですが、RaMSを導入してからは機器 1 台毎のデータが特定でき、そういった煩雑さは無くなりました。

メリットは4つあります。

１つ目は業務負担の低減です。従来、管理状況を本社が現場担当者に確認し、担当者もそれぞれの現場で確認しなければなりませんでした。

全ての機器がシステム上 で紐付けされてシステムネットワークに入ってくるようになり、本社と現場担当者の手間が省ける仕組みが出来上がりました。

2 つ目はフロン排出抑制法の趣旨が現場に浸透することにも寄与しました。製造現場ごとに機器管理者を明確にしたことで、

法の理念や趣旨を現場へ浸透させる効果があったと思います。

３つ目は、第一種特定製品の機器情報の共有が迅速化したことです。私が所属する本社環境保安部を統括管理部署に登録することで、いつでも社内の情報を

入手できるようになりました。RaMS から機器の補修状況や更新などに関する情報を事前に確認し、現場と適格なやり取りができるようになりました。

四半期ごとの経営層への報告にも役立っています。

    最後の 4 つ目は経営層やコーポ―レート部門のフロン排出抑制法の解釈や理解の深まりです。2019年 9 月から RaMS の全社導入に向けて経営層への説明や

当社 ESG 情報サイトにフロンの管理状況の公表を行ってきました。RaMS を中心に、社内にフロン排出抑制法が浸透したと思います。

 当社では、毎年 3 月に RC 委員会で経営層や事業所長、コーポレート部門の責任者がフロンを含むグループ全体の環境パフォーマンスデータをレビューするのですが、

その場でも RaMS が役立っています。一部の事業所の敷地内では当社社員が製造を請け負う関係会社があり、関係会社が所有する冷凍機器なども RaMS に

登録し、関係会社のフロンの管理状況も同時に RC 委員会で情報共有が可能となりました。

 相当数ある管理対象機器の点検状況は本社で一括確認できました。定期点検を怠っている場合には、 点検をするように促しやすくなりました。

    フロンの漏えい量の算出についても、重要事項について容易に資料を作成することができます。たと えば、「Value Report」という事業・財務・非財務の情報を公開する  

統合報告書を発行するにあた っては監査法人の監査を受ける必要があります。その際にも RaMSから取得した書類を監査のため のエビデンスとして活用しています。

 これまでは各部門で一覧表を作成していましたが、それを安全環境課で細部までは確認しきれていませんでした。 RaMS導入後は、すべての機器が簡易点検されているか、

定期点検の対象になるかの管理のしやすさが格段に向上しました。体感ですが、導入前よりもフロン管理の業務量は半減したと感じています。

従業員の意識向上にもつながっています。法律内容の共有は都度発信していますが、 RaMSを使って自身で入力するようになったことで「機器を自分で点検する」という意識が

さらに強まり、浸透度も高まったと思います。

H社

I社

J社

企業担当者の声（２）

上記の「企業担当者の声」はRaMS導入事例からの抜粋です。
全文は（ https://jreco-rams.jp/case/index.html ）よりご覧ください。
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・UBE株式会社 宇部ケミカル工場

・旭化成株式会社 水島製造所

・イオンディライト株式会社

・北陸電力ビズ・エナジーソリューション株式会社

・学校法人慶應義塾

・北雄ラッキー株式会社

・三菱マテリアル株式会社 若松製作所

・デンカ株式会社

・積水ハウス株式会社

・積水化学工業株式会社 滋賀栗東工場

記事全文はhttps://jreco-rams.jp/case/index.html

RaMS（冷媒管理システム）導入のメリット – 10社のインタビュー総括

1. 法令遵守の徹底と効率化

• フロン排出抑制法に基づく管理業務を標準化し、法令遵守を徹底

• 機器点検や廃棄の記録が一元化され、管理負担を大幅に軽減

• ダブルチェック機能により、法的要件を確実に満たす運用が可能

2. 業務効率の向上

• ペーパーレス化：法定書類や管理票が電子化され、手作業や書類の紛失リスクを削減

• データ集約：全社的な機器情報や点検記録の集計が迅速化

• 登録や記録の簡素化：エクセルフォームでのデータ解析や出力が可能

3. コスト削減

• 初期導入費用や運用コストがリーズナブルで、特に国指定のシステムである信頼性が評価されている

• 機器管理の精度向上により、無駄な修理や不適切な廃棄が減少

4. 環境保全への貢献

• フロン漏えい量の正確な測定と報告により、温室効果ガス削減目標を達成するための基盤を構築

• グリーン冷媒機器や低GWP冷媒の導入促進を支援

• 将来の設備更新計画や環境対応策にデータ活用可能

5. 安定したシステム運用

• 国指定の情報処理センターとして信頼性が高く、業界全体での導入が進む

• 多くのメーカーや業者に対応可能で、特定業種や設備に限定されない柔軟性を持つ

6. 利用者の満足度向上

• 工事業者や社員がシステムを共有利用し、現場と事務局が円滑に連携

• 点検や記録作業の透明性が向上し、信頼性の高い管理運用が実現

RaMS利用されている企業様への
インタビュー要約
記事全文は下記URLより

RaMS導入 インタビュー企業 － 導入のメリット総括 －
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自社システム管理の限界
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13
自社システムは初期投資不要ですが、将来も確実に管理できるでしょうか？
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数百台以上の機器管理の課題

①法令で入力必要な項目が網羅されていますか？

②点検・修理伝票から数百行もある入力作業は？

③点検・修理伝票の転記が滞留していませんか？

④機器毎の点検・整備記録簿の管理は？

システムのメンテナンスは？

①組織変更などで、簡単にマクロを組み直せますか？

②システムの設計者が不在の場合は？

③数百台以上の機器管理時に、行程管理制度遵守のための
  多量の行程管理票をPDFで貼り付けられますか？

（データは重くなります）

④ファイルが時たま、フリーズしたり壊れませんか？

後進にシステムを伝授できますか？

メインテナンス・人事異動による担当者交代
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RaMS利用料金
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・ 事業所登録

・ ログブック新規作成（機器登録料・シール無）※

・ ログブック新規作成（機器登録料・シール有）※

・ ログブック閲覧・出力

・ 充塡・回収作業や定期点検などの

点検・整備記録（管理者によるログブックへの「転記」含む）

・ ログブック施設管理者変更

・ 簡易点検記録

・ ログブック更新料（クラウド利用更新料）

・ 行程管理票作成

・ RaMS-exからの出力

・ 算定漏えい量報告書の出力（管理者）

・ 充塡量・回収量の報告書の出力
（充塡回収業者）

・ 建物解体時事前確認書面交付

・ 機器引取業者あて引取証明書の写し交付

無料、年会費なし

500円/台（税抜）

600円/台（税抜）

無料

100円/件（税抜）

100円/台 （税抜）  

無料

100円/台・年（税抜）

100円/セット（税抜）

無料

無料

無料

無料 

無料 

ご利用料金 RaMS登録事業者数

・ 管理者・廃棄者

・ 管理者・廃棄者統括

・ 充塡回収業者（都道府県ベース）

・ 取次者

・ 再生業者

・ 破壊業者

・ 省令49条業者

24,459事業所

790事業所

7,828事業所

3,061事業所

24事業所

40事業所

53事業所

（令和7年7月末現在）

※ 1,000台以上一括の場合、割引価格あり

例えば…、500台の機器管理例（税抜）
・ 初年度30万円（600円/台）、翌年度5万円/年（クラウド利用更新料100円/台）
・ 充塡と回収、定期点検ごとに100円/回（主に作業をした充塡回収業者支払）

精算方法は、「預け金払い」、「請求書払い（メール添付のPDF）」
の2種類からの選択となります

RaMSのトップ画面
（ログイン・ページ）ではRaMSに
ご登録されている充塡回収業者、
再生業者、破壊業者、省令49
条業者を公開していますよ！

RaMSトップ画面（ログイン・ページ）
https://www.jreco.jp/

RaMSのご利用料金と登録事業者数
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一般財団法人 日本冷媒・環境保全機構

17

例１ 300台の冷凍空調機所有（30店舗規模のスーパーマーケット）

初年度：18万円、次年度以降：3万円／年

例2 800台の冷凍空調機所有（中規模製造業、ビル所有事業者）

初年度：48万円、次年度以降：8万円／年

例3    2,000台の冷凍空調機所有（大規模製造業、ビル所有事業者）

初年度：108万円、次年度以降：20万円／年

＊上記費用：ログブックシールで算出（税別）

＊修理整備時、機器廃棄時、点検時のログブック記入、行程管理票起票の費用を含まず（100円／件数）

＊ログブック費用（シール：＠600円、番号のみ：＠500円）

＊一括購入1,000台以上で台数による割引有

費用

効果 フロン排出抑制法の確実な遵守と管理

RaMS-exで自社の機器・冷媒の数値的管理情報の「棚卸し」

データ入力は関係業者

システムメンテナンス要員不要

本社→事業所→担当場所と3階層管理

人的費用の大幅削減（システム利用・管理・メンテナンス）

費用と効果

17



一般財団法人 日本冷媒・環境保全機構

フロンは貴重な資源です

18



一般財団法人 日本冷媒・環境保全機構

代替フロン使用機器

特定フロン使用機器
グリーン冷媒使用機器

別置型ショーケース：      1,700 千台
店舗用PAC： 11,300 千台
ビル用PAC：  2,400 千台

HCFC機器が老朽化し、HFC機器に入れ替わる

代替フロン機の市中台数は2036年にピークとなる

代替フロン機の市中台数シミュレーションとキガリ改正
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一般財団法人 日本冷媒・環境保全機構

• 2036年：HFC冷媒生産量が85%以上削減（キガリ改正）

経営者はこの現実を知っていますか！

• 現在使用中の機器が「修理不能」になるリスクが現実に

その時業務は続けられますか！

• 経営インパクト：設備停止、冷媒価格高騰、対応コスト増

• > HFC冷媒は“使い続けられる保証のない資源”

問題提起：冷媒リスクは経営課題

20
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点検・整備記録簿をRaMSで電子化

21



一般財団法人 日本冷媒・環境保全機構

「点検・整備記録簿」の作成と保存は法第16条で規定

・管理者は全ての機器を点検して、その記録を作成し保存

・機器整備の際に、整備者等の求めに応じて当該記録を開示

点検・整備記録簿を作成されていますか？

管理者判断基準 第四

上記は管理者が最初にまず行う基本項目で、その遵守状況については都道府県知事が管理者を監督（指導・助言・勧告等）します

22
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「点検・整備記録簿」記載すべき事項

① 管理者の氏名（法人の場合は名称）

② 点検実施者の氏名（法人の場合は名称及び実施者の氏名）

③ 修理実施者の氏名（法人の場合は名称及び実施者の氏名）

④ 充塡・回収した充塡回収業者の氏名（法人の場合は名称及び実施者の氏名）

⑤ 点検を行った機器の設置場所及び機器を特定するための情報

⑥ フロンの初期充塡量（設置時における現場充塡量を含む）

⑦ 点検（簡易定期点検、専門点検、定期点検及びその他の点検）を

行った年月日及び内容・結果（故障等の箇所など）

⑧ 修理を行った年月日及び内容・結果（速やかな修理が困難である場合はその

理由及び修理の予定時期など）

⑨ 充塡・回収した年月日及び充塡・回収したフロンの冷媒番号区分別の種類・量

点検・整備記録簿に記録すべき事項 （管理者判断基準 第四）

RaMSは法令に準拠した「点検・整備記録簿」で機器管理
お知らせ機能で入力漏れなし

23



一般財団法人 日本冷媒・環境保全機構
Japan Refrigerants and Environment Conservation Organization

機器整備時（使用時）、日頃の管理・点検は
点検整備記録簿（ログブック）で しっかり管理！点検整備記録簿（ログブック）

【ログブック一覧】
一覧で、機器ごとの漏えい量や点検の実施を把握・管理

【ログブック画面】
個別画面で、詳細な点検整備内容を記録・保存

【ログブック一覧】

・ 機器ごとの算定漏えい量（累計・年度）をリアルタイム表示

・ 次回の点検時期（年月日）を色分けで表示（黒→緑→赤）

（簡易点検・定期点検）

・ 期間指定による簡易点検と定期点検対象機器のCSV出力

及びリスト化（簡易点検と定期点検の計画と確実な実施）

・ 簡易点検と定期点検の対象機器事前通知メールの受信も可能

【ログブック画面】

・ 充塡量・回収量登録は「情報処理センター」に登録されるので、

書面での充塡証明書・回収証明書の交付は不要

・ 簡易点検（登録無料）、定期点検も登録できる

・ 機器廃棄後も、必要な記載事項（フロン類引取完了年月日、

充塡回収業者の氏名）を記載した上で、電子的に保存

（サンプル） （サンプル）

【点検期限のアラ－ト機能：メール通知】

・  簡易点検/定期点検を事前にメールでお知らせします。

RaMSで電子的な管理（機器整備時）
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Japan Refrigerants and Environment Conservation Organization

行程管理票の起票・交付・保存

【行程管理票】
書面を電子的に交付・送付、ペーパーレスで保存が可能

機器廃棄時のフロン回収は、
電子版行程管理票で しっかり管理！

・ 行程管理票を電子的に管理・保存

・ 紙の行程管理票と同じ様式で、電子的な運用と保存が可能、

書面管理は一切不要

・ リンクしたログブックや事前確認結果説明書、引取証明書の写し、

再生・破壊証明書を縦覧可能

・ 充塡回収業者が交付する確認証明書に対応

 （フロン類が充塡されていないことの確認）

【再生・破壊証明書（行程管理処理票）】

・ 再生・破壊証明書も電子的に管理・保存

（サンプル）

（サンプル）

RaMSで電子的な管理（機器廃棄時）①
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一般財団法人 日本冷媒・環境保全機構
Japan Refrigerants and Environment Conservation Organization

事前確認結果説明書の交付・保存

引取証明書の写しの交付・回付・保存

事前確認書面（解体工事ありの場合）、
引取証明書の写し（第一種特定製品引取等実施者あて）にも しっかり対応！

【事前確認結果説明書】 【引取証明書の写し】

新たに特定解体工事元請業者、

 第一種特定製品引取等実施者の

皆さまにも、RaMSをご利用いただけ

ます（無料）

【事前確認結果説明書】

・ 登録業種『解体工事元請業者』

による事前確認結果説明書の

電子的な交付と保存が可能

（無料）

【引取証明書の写し】

・ 登録業種「機器引取業者」への

引取証明書の写しの電子的な

交付と保存が可能

（無料）

（サンプル）（サンプル）

RaMSで電子的な管理（機器廃棄時）②
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一般財団法人 日本冷媒・環境保全機構
Japan Refrigerants and Environment Conservation Organization

点検整備記録簿（ログブック） 行程管理票・行程管理処理票（フロン）

事前確認結果説明書
（特定解体工事元請業者 → 特定解体工事発注者）

引取証明書の写し（廃棄機器）
（廃棄等実施者 → 第一種特定製品引取等実施者）

電子帳票を相互にリンクして利用すれば、ワンクリックで縦覧することができます

RaMSなら関連する電子帳票をリンクして表示します
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Japan Refrigerants and Environment Conservation Organization

階層管理と全社分析機能紹介
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一般財団法人 日本冷媒・環境保全機構

人に依存しない

属人業務からの解放へ

ExcelからRaMSへ

携帯アプリの感覚で

何時でも、何処でも、誰でも！

RaMSによるDXの推進

29
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30

「法」が要求する15種類の書面の保存・作成・縦覧・交付・承諾

クラウドによるデータ解析

RaMSは経済産業省・国土交通省・環境省令第3号に準拠した、
電磁的に保存・作成・縦覧・交付・承諾が可能なシステム

・ログブック（点検整備記録簿）
・行程管理票
・破壊・再生証明書
など

15種類のデータ（解析・算出など）ダウンロード

・RaMS-ex（xlsx）
・算定漏洩量計算（pdf、csv）
・温対法計算（xlsx）
・国の支援ツール対応（csv）
など

RaMSで冷媒・機器の「棚卸し」

RaMSで書面の紙保存不要

法遵守とデータ解析による「棚卸し」

30
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・会社保有の全冷媒の種類と量

・購入（補充）冷媒量の種類と量

・機器廃棄時の回収冷媒量の種類と量

・定期点検・簡易点検実施の把握

・フロン排出抑制法の遵守

・フロン関係の経営数値を統合報告書、

ESGレポート等で報告

経営会議・社外発信データ

RaMS-ex による解析データのダウンロードと活用

RaMSによる法遵守状況と冷媒・機器の「棚卸し」
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Japan Refrigerants and Environment Conservation Organization

（例）3階層の場合（最大3階層まで）

階層3：本社（統括部署登録：事業者コード番号 Y*********）
階層2：支社（統括部署登録：事業者コード番号 Y*********）
階層1：事業所/部/工場（事業所登録：事業者コード番号 H*********）

算定漏えい量の集計・出力、報告書の作成もRaMSなら手間なく簡単に行えます（無料）

【階層構造と紐付け】（無料） 本社で算定漏えい量を集計する

クラウド内で本社と各事業所を紐付けて、階層構造を組むことができます。
（事業形態により、同時に複雑な紐付けも可能）

 ・ 本社で、法人全体・各事業所・機器ごとの算定漏えい量をリアルタイム把握

 ・ 本社管理で各事業所の機器管理状況（ログブック、行程管理票、機器

  の新設・廃棄状況、点検の実施状況など）をリアルタイムに閲覧・把握

 ・ RaMS利用料金を本社で一括精算することも可能

【算定漏えい量報告書の出力】（無料）

RaMSに登録された充塡・回収量のデータから
算定漏えい量を自動計算、リアルタイムで出力できます

・ 報告様式1の1表でのPDF出力

・ 国のEEGS（電子報告システム）にインポート可能なCSV出力

・ 全データのCSV出力

報告様式1の1表でのPDF出力（例）

RaMSで階層管理 ～算定漏えい量もラクラク集計・出力～
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整備補充した冷媒の種類と量 故障箇所の見える化と対応ログブック

RaMSからExcel形式でダウンロード

算定漏えい量報告書（様式対応）

温対法 HFC 漏えい量報告

フロン類充塡回収報告書（様式対応）点検整備管理解析データ

RaMS-exによる経営数値のダウンロード例
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22

経営者の責務
・保有冷媒の量と種類を把握
・購入・補充冷媒の管理
・廃棄時の回収冷媒量を把握
・定期・簡易点検の実施把握
・フロン排出抑制法の遵守

経営判断の選択肢
HFC機を寿命まで使用 ・・・ 健全経営

グリーン冷媒機器へ即時更新 ・・・ 経営的に難

フロン排出抑制法遵守とフロン類の経営数値化



一般財団法人 日本冷媒・環境保全機構

事業所

本社（管理）

本社（経営）

１．都道府県立入検査への対応（法的に必要書面の瞬時開示）
２．ISO14001のサーベイランスでの管理状況の開示
３．法遵守状況の管理
４．購入機器・廃棄機器の管理
５．冷媒漏えい対策（冷媒漏えい量管理と故障箇所解析による管理と対策）
６．年間購入冷媒の量と金額の管理

１．算定漏えい量計算（瞬時）
２．算定漏えい量報告様式による最終報告資料の作成（PDFダウンロード）
３．各事業所の算定漏えい量管理
４．温対法による冷凍空調機器算出（瞬時）
５．事業所の法遵守状況管理（定期点検・簡易点検）：事業所立入パトロール削減

１．CSR・ESGレポートへのフロン排出抑制法遵守状況の反映
２．全社の機器のメーカ別購入実績と購買計画
３．逼迫する冷媒の購入実績と購買計画
４．全社での機器入替長期戦略策定
５．ビジュアル化した経営会議資料の作成

RaMS-exによるエクセル出力活用とデータ解析

RaMS 導入：コスト改善効果（付加価値）・・・クリエイティブな業務へ
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RaMS を実際に体感ください

JRECOではダミーの会社として「日本ラムズ社」をRaMSに登録しています

ログインID：honsha

パスワード：test00

上記のIDとパスワードを入れてRaMS環境を体感ください
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RaMS を実際に体感ください

ログインするとこのような画面がでてきます

JRECOの担当者の説明後に色々なボタンをク
リックして頂ければRaMSの多くの機能を実感
できると思います。

さらに、RaMS-exのボタンを押すと、エクセル
ファイルのダウンロードとその内容が確認できま
す。

お試し、よろしくお願いします。
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